
改善箇所説明図 

 
●不具合の内容 

プロペラシャフトのヨークジョイント部において、ベアリング抜け防止のかしめ圧及びベアリングを保持

するハウジングの形状が不適切なため、走行時の摩擦による熱や高い負荷によりベアリング内部が摩耗す

るものがある。そのため、そのままの状態で使用を続けると、ヨークジョイント部が破損して、最悪の場

合、走行不能となったり、プロペラシャフトがスイングアームと干渉し、リヤホイールがロックするおそ

れがある。 

 

●改善の内容 

全車両、プロペラシャフトを対策品に交換する。ただし、対策品の供給に時間を要することから、当面の暫定措

置として、全車両、プロペラシャフトを点検し、ヨークジョイント部の作動不良が確認されたものについては、

プロペラシャフトを新品に交換する。 

 

 

●市場措置実施済車の識別 
車体番号付近に識別ラベルを貼付ける。 


